
意見等の概要とそれぞれに対する市の考え方 

No. 頁 提出された意見 市の考え方 
反映 

区分 

1 

 

 「市長あいさつ文」について、パ

ブリックコメント用の資料ではま

だ記載がないが、現在の地球環境

がかなり厳しいことを、市長の言

葉で語っていただきたい。 

ご指摘のとおり、本市においても、

地球環境保全として「脱炭素社会」

の実現に向けた取組などを推進する

ことは必要であると考えていること

から、あいさつ文においても反映さ

せていただきます。 

④ 

２ 3 基本構想、基本計画に述べられて

いる計画期間５年間延伸について

延伸の理由および前計画の評価が

述べられていないのではないか。 

 

計画期間５年間延伸の理由について

は、２ページの「第１章 守山市総

合計画とは」に記載しているところ

です。前計画の評価については、ご

指摘どおり、巻末資料に追加します。 

① 

３ 11 

130 

131 

総合計画の体系図について、それ

ぞれの施策が相互にどのように結

びついているかを表すため、環境

省のローカル SDGｓの観点で、「曼

荼羅図」を体系図に追加すると、

行政・市民・事業所とのつながり

が分かりやすくなるのではない

か。 

総合計画全体の施策の関連性より

も、施策のテーマごとの行政・市民・

事業所の関連性を整理した方が、よ

りその関連性が詳細に表現すること

ができ、効果的であると考えられる

ため、総合計画全体の体系図は原案

どおりとしますが、各施策を推進す

る際に「曼荼羅図」の活用について

検討します。 

② 

４ 53 地域で支える観点から、施策に、

「フードドライブの推進」の追加

が必要ではないか。 

ご指摘のとおり、本市においても地

域における取組みとして適切である

ため、「２－１地域福祉」の施策名「多

様な者による社会福祉活動の支え合

い」内の「施策の概要」に追記する

とともに、「４－５廃棄物・リサイク

ル対策」内においても、食品ロス削

減について記述を追記します。 

 

 

 

① 



５ 86 安全・安心メールの受信登録者数

普及率として指標に追加してはい

かがか。また多言語化に対応して

いるのか。 

「３－６ 防災・消防・救急」に「 

安全・安心メールおよび保護者向け

メール配信システム登録者数」の指

標を追加します。 

現時点では多言語化に対応していな

いため、今後の課題として検討しま

す。 

① 

６ 91 消費生活について、人や社会・環

境に配慮した消費行動「倫理的消

費（エシカル消費）」を取り上げて

はいかがか。 

「地産地消」や「オーガニック」、

「応援消費」等の世界が抱える問題

を意識する「倫理的消費（エシカル

消費）」については、施策名「消費

者意識の普及啓発」に含まれている

ものと考えています。 

今後、SDGｓの目的を鑑み、具体的な

個別施策として啓発に努めます。 

③ 

７ 40 

70 

112 

学校給食について、韓国ソウル市

では、2011 年以降、小・中・高オ

ーガニック給食無償化が進み、

2021 年から全面的になるとの方

針。今後、守山市が率先して取り

入れる参考にしていただきたい。 

学校給食の地産地消による地場産食

材の利用推進に合わせて、食の安全

と児童・生徒の健康のため、オーガ

ニック食材の使用推進を今後検討し

ます。 

④ 

８ 113 「現状と課題」の中で、環境セン

ターの更新に向けた取組みを推進

すると記述があるが、令和３年度

から新環境センターが稼働するの

であれば、この記述は必要ないの

ではないか。 

ご指摘のとおり、更新に向けた取組

みを推進しているという記述から、

更新後の施設について、今後、最先

端の技術を活用した効果的なごみ処

理を推進する必要があるという記述

に改めます。 

① 

９ 113 「現状と課題」の中で、リデュー

スの徹底や、紙おむつや生ごみの

ような新たな資源化アイテムに触

れることが必要ではないか。 

ご指摘のとおり、３Ｒの中でもリデ

ュース（ごみの排出抑制）の徹底や、

新たな資源化アイテムを研究してい

く必要はあることから、追記します。 

① 



10 113 2020 年国において「今後のプラス

チック資源循環施策の基本的方向

性」が示されたため、総合計画に

おいても、プラスチックの削減を

強調すべきと考える。 

ご指摘のとおり、プラスチックの過

剰な使用を抑制することが必要であ

る記述を追記します。 

① 

11 114 「わ」で輝かせようの取組みにお

いて、ペットボトルをできる限り

使わない生活を推進するため、「マ

イバッグ・マイ箸の持参」に「マ

イボトル」を追加してはいかがか。 

ご指摘のとおり、「マイボトル」を

追記します。 

① 

 

 


